
建設リサイクルとカーボンニュートラル
建設リサイクルは、建設現場から排出される建設副産物の発生を抑制し、発生した建設副産物を再利用や再

生利用により有効活用することである。建設材料やその輸送などサプライチェーンを含めた建設現場における
温室効果ガス（GHG）排出量は、CO2排出量に換算すると、日本で排出量される量の約１割強を占めており、そ
のうちの多くは、廃棄される建設副産物の焼却や埋立に伴うものとなっている。
建設リサイクルを推進することで、焼却・埋立に伴うGHG排出量を削減でき、カーボンニュートラルの実現に貢

献できる。カーボンニュートラルを実現するためには、原材料調達から解体・廃棄までの全てのプロセスにおけ
るGHG排出量を抑制する必要がある。

 

建設副産物リサイクル広報推進会議

BIMによる設計・施工

環境にやさしい製品の使用

ISO19650シリーズ「BIMを含めた、建築物及び土木構造物に関する情報の組成及び数値化
-BIMを活用した情報マネージメント」

ISO14067「製品のカーボンフットプリ
ント－定量化の要件とガイドライン」
ISO14025「環境ラベル及び宣言-
タイプⅢ環境宣言-原則及び手順」
ISO22057「BIMにおける環境製品宣言
（EPDs）の使用のためのデータテン
プレート」
ISO 23387 「BIM－建設資産のライフサ
イクルで使用される建設オブジェクト
のデータテンプレート－概念と原則」

施工完了時
のBIMデータ

ISO20887「建築物及び土木構造
物の持続特性ー解体可能性と適
用性のための設計」

CFPの算定

資材の
再利用

建設副産物の
再生利用

焼却・埋立処分量の減少

GHG排出量の削減

CFPの値が小さいほど
環境にやさしい

維持管理データ構造物の建設

構造物の解体

データ
の活用

再資源化施設

BIM：Building Information Modelling
CFP：カーボンフットプリントとは、製品のライフサイクル全体

でのGHG排出量をCO2換算したもの

リサイクル
（再生利用）

リユース（再利用）

再生製品

製造時にGHG排出量
が少ない製品

再生材料製品のCFP算定

焼却 埋立

分 別

維持管理による長寿命化

データ
の活用

リデュース（発生抑制）
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